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問１８ 食品の安全性への不安 

問１８ あなたは、普段食べている食品の安全性について、どのような不安を感じることが 

ありますか。（いくつでも） 

 

全体（図 18-1）でみると、「食品添加物」が 63.6％と最も高く、次いで「残留農薬」（51.9％）、

「食品表示の偽装」（51.7％）の順となっている。 

図 18-1 食品の安全性への不安 

 

 

※ 第 39・40 回調査では、「食品の安全性への不安」は聞いていない。 
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性別（図 18-2）でみると、男女ともに「食品添加物」が最も高くなっており、男性が 58.7％、

女性が 68.0％となっている。「病原微生物（食中毒、鳥インフルエンザなど）」では、女性が

男性より 10ポイント高くなっている。 

図 18-2 【性別】 食品の安全性への不安 

 

 

※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数 

  

 男性（N = 1,616 : n = 588）  女性（N = 2,454 : n = 790）
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年代別（図 18-3）でみると、20 歳代を除くすべての年代で「食品添加物」が最も高く、

そのうち 70歳以上が 70.2％と最も高くなっている。20歳代では「病原微生物（食中毒、鳥

インフルエンザなど）」が最も高く 49.3％となっている。 

図 18-3 【年代別】 食品の安全性への不安 

 

※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数 

  

 20～29歳（N = 194 : n = 73）  30～39歳（N = 528 : n = 180）

 40～49歳（N = 696 : n = 246）  50～59歳（N = 608 : n = 210）

 60～69歳（N = 1,009 : n = 328）  70歳以上（N = 1,012 : n = 332）
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図 18-3 【年代別】 食品の安全性への不安 (続き） 

 

※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数 

  

 20～29歳（N = 194 : n = 73）  30～39歳（N = 528 : n = 180）

 40～49歳（N = 696 : n = 246）  50～59歳（N = 608 : n = 210）

 60～69歳（N = 1,009 : n = 328）  70歳以上（N = 1,012 : n = 332）
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居住圏域別（図 18-4）でみると、いずれの居住圏域においても「食品添加物」が最

も高く、そのうち岐阜圏域と中濃圏域が 66.5％と最も高くなっている。 

図 18-4 【居住圏域別】 食品の安全性への不安 
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 岐阜圏域（N = 1,602 : n = 528）  西濃圏域（N = 746 : n = 257）

 中濃圏域（N = 753 : n = 257）  東濃圏域（N = 633 : n = 215）

 飛騨圏域（N = 308 : n = 108）
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